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会   議   録 

 

会 議 名 称 令和４年度第２回加古川市スポーツ推進審議会 

開 催 日 時 令和４年９月５日（月）午後７時から午後８時 15分まで 

開 催 場 所 令和４年度第２回加古川市スポーツ推進審議会 

出   席  者 

 

＜委員＞ 森田会長、小坂委員、破魔委員、三上委員、中谷委員 

森本委員、小寺委員、長谷中委員 

＜ 市 ＞ （市民協働部）大歳部長、栗山次長、井上参事 

（スポーツ・文化課）小口副課長、荻内担当副課長、山中係長、 

新谷主査、垣内書記 

（学校教育課）髙橋担当課長、大西指導主事 

会 議 次 第 開 会 

１ 委嘱状及び任命通知書の交付 

２ 部長あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 会長選出 

５ 会長あいさつ及び副会長指名 

６ 報告事項 

（１）加古川市スポーツ推進審議会の役割・経過について 

（２）加古川市のスポーツ推進の現状について 

（３）コロナ禍のスポーツに関するアンケート調査結果について 

７ 協議事項 

（１）加古川市スポーツ推進計画の中間評価について 

８ その他 

閉 会 

 

 

審議内容（発言者、発言内容、審議経過等） 

開 会 

 

１委嘱状及び

任命通知書

の交付 

 

２部長あいさつ 

 

３委員紹介 

  

  

委嘱状及び任命通知書の交付 

  

  

 

部長あいさつ 

  

委員紹介 
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４会長選出 

 

５ 会長あいさつ

及び副会長

指名 

 

６報告事項 

（事務局） 

 

 

（事務局） 

 

 

（事務局） 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

（会長） 

 

 

 

（委員） 

 

 

委員より森田委員の推薦あり → 森田委員 会長選出 

 

森田会長あいさつ及び中谷委員を副会長として指名 

 

 

 

（１）加古川市スポーツ推進審議会の役割・経過について 

＜資料ｐ２～６ 説明＞ 

 

（２）加古川市のスポーツ推進の現状について 

＜資料７～12 説明＞ 

 

（３）コロナ禍のスポーツに関するアンケート調査結果について 

＜別添「コロナ禍のスポーツに関するアンケート調査結果」 説明＞ 

 

新型コロナウイルス感染症の流行によりスポーツを取り巻く環境がど

のように変化したか、非常に興味があったため、アンケートを実施して良

かったと思う。調査により市民のスポーツ実施状況、特に積極的にスポー

ツに取り組む市民の現状が分かった。自由記述では、肯定的な意見や否定

的な意見など様々な記述がある。寄せられた意見を、どのように反映させ

ていくか考え、できることから解決していく必要があると考える。 

また、「情報の見える化」が求められていると感じた。スポーツ施設予

約システムの利用方法、スポーツができる場所、アクセス方法等が市民に

分かりやすく周知できると良い。 

 

スポーツ施設予約システムが使いにくいという声はこれまでにもあり、

今回のアンケート調査での意見により再認識させられた。また、スポーツ

に関する情報を一元化し、分かりやすく市民に伝える必要があると感じて

いる。今後、分かりやすく見やすい情報提供をする方法を検討していきた

い。 

 

施設等の整備に関することは、新型コロナウイルス感染症の流行に関わ

らず、どこの市においても常にたくさん意見が寄せられる。 

感染症対策については、判断が難しいだろう。 

 

シニアクラブ連合会では、グラウンドゴルフを週１、２回行っていたが、

新型コロナウイルス感染症対策による緊急事態宣言及びまん延防止等重

点措置発令下では活動を中止していた。屋外でのスポーツをする機会の喪
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（会長） 

 

（委員） 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（会長） 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

（会長） 

 

（事務局） 

 

 

失により、運動量が大幅に減少し、足腰が弱った高齢者が多くいたため、

運動をする機会の提供として８月から「いきいき百歳体操」を実施してい

る。当初は対象者 30名のうち、10名ほど参加があれば良いだろうと考え

ていたが、20名以上の参加があり、高齢者のスポーツへの関心が高いこと

が分かった。「いきいき百歳体操」は、これまでに６回実施し、効果を感

じているため、継続していきたいと考えている。 

 

グラウンドゴルフは通常どおり活動再開できたか。 

 

活動は再開している。屋外なので、活動中はマスクを外し、会話をする

ときのみマスクを着用している。 

 

自由記述欄で市民からいただいた多くのご意見は財産である。大切なご

意見として受け止め、できることから何かフィードバックしていかない

と、アンケートにご協力いただいた市民に対して失礼になると思う。例え

ば、p11に「アンケートの年齢に 70歳、80歳、90歳があってもよいので

はないか。」とあるが、今回、年齢についての回答で 60歳以上を一括りに

したことは大変失礼なことだったと思う。このように簡単にフィードバッ

クできるご意見からでも反映していきたい。 

感染症対策に関することは、判断や基準が難しいところである。スポー

ツ庁の方針を参考にしながら、各種団体においてガイドラインを作成して

いると考えられる。制限は徐々に緩和されつつあるので、市の対応につい

ても、これまでどおりそのような動きに準じて進めていくと良いだろう。 

 

フィードバックについて、今回スポーツを実施している方を中心に回答

いただいているので、アンケート調査を依頼した各スポーツ施設に調査結

果を掲示すると良いと思う。 

 

スポーツクラブの会員減少が危機的であり、これから部活動の地域移行

が進むことを考えると大変厳しい状況である。ｐ９～の情報発信に関する

ことは早急に対策を講じる必要があると考える。部活動の地域移行や、日

岡山公園の再整備計画など、地域への説明や情報提供がほしい。 

 

日岡山公園はどのような方法で再整備が進んでいるのか。 

 

現在、日岡山公園は、サウンディングの形をとって公園の再整備に向け

て民間の意見を募ろうとしているところ。現時点では、スポーツ施設につ

いてではなく、公園全体について、幅広い世代の市民に利用していただけ
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（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

（委員） 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

るように、様々な提案を幅広く募るという状況。 

 

アンケート調査結果により、「何をしていいかわからない」、「気軽にス

ポーツに取り組みたい」という意見が多くあることが分かった。そのよう

な方には、障がい者スポーツをお勧めしたい。ルールが簡単で、重度障が

い者の方ができるスポーツが多くあるので、誰でも取り組みやすい。今、

ラダーゲッターが流行っているが、ボッチャよりもさらに簡単なルールで

でき、室内で 3.5ｍの距離があればできるので、お勧めしたい。 

情報収集方法については年代によって異なる。若い人はスマートフォン

が中心かもしれないが、高齢者は紙媒体の方が分かりやすいという人もお

られるため、SNSを使った情報発信を取り入れながら、同時に紙媒体での

情報発信も必要だと考える。今、市ではどのように情報発信を行っている

か。 

 

市ホームページ、月１回発行の広報かこがわが主な発信方法である。 

 

スポーツ推進委員で YouTubeチャンネルを作って発信するのも面白いと

思う。 

 

先ほどから情報発信についての多くの意見がでているが、提供している

情報と、市民が欲しい情報がマッチしなければならない。スポーツクラブ

であれば各クラブの内容紹介を行ったり、スポーツ協会であれば競技性が

高いことを発信したり、目的ごとに分けて情報提供すると良い。 

施設予約システムの支払いが不便という意見があるが、キャッシュレス

決済を早急に導入すると良いだろう。 

ジョギングしやすいように路側帯を整備してほしいという意見がある

が、これから人口減少が進み、車が減ると、歩く人や自転車に乗る人のた

めに何らかの回遊性を持たせた環境の整備が必要と考える。現在、加古川

河川敷で様々なイベントを実施しているが、JR加古川駅から加古川河川敷

までの道のりは殺風景で苦痛。例えば、JR姫路駅から姫路城までは、約１

㎞近くあるが賑わっており飽きずに歩ける。現在再整備が進められている

日岡山公園についても、外周を回遊できるような歩道を整備するなど、自

然と体を動かすような環境整備が良いのではないか。 

感染症対策に関する意見として、屋外でのマスク不要を進めてほしいと

意見がいくつかあるが、実際街中でマスクをしていないと違和感があるの

が現状だろう。少しずつ機運を変える必要がある。 

 

感染症対策に関しては国よりは先行して動くことは避けた方が良いと
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７協議事項 

（事務局） 

 

（会長） 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

（会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８その他 

（事務局） 

 

 

（事務局） 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

考える。 

  

（１）加古川市スポーツ推進計画の中間評価について 

＜資料ｐ13 説明＞ 

 

令和４年度に計画策定から５年目を迎える加古川市スポーツ推進計画

の中間評価に係る市民調査実施時期について、新型コロナウイルス感染症

拡大の影響によるスポーツ実施環境の低下から、令和４年度は実施しない

こととしていたが、令和５年度に実施する方向で進めてはどうかとの説明

があったが、これについて何か意見はあるか。 

 

異議なし。 

 

「コロナ禍のスポーツに関するアンケート調査」の結果からも読み取れ

るように、コロナ禍においてもスポーツを実施する人はする、しない人は

しない。この割合は大きく変わっていないことが予想される。市主催事業

が開催できていないことによるスポーツイベント参加人数等への影響は

あるが、個人のスポーツに対する意識は大きくは変わらないだろう。 

中間評価に係る市民意識調査は、無作為抽出により実施することから、

「コロナ禍のスポーツに関するアンケート調査」よりも対象者が広がる。

より一般的な意見を得ることができると思うので、令和５年度の実施に向

けて進めてほしい。 

 

（１）令和４年度スケジュールについて 

＜資料ｐ14 説明＞ 

 

（２）学校の働きから改革を踏まえた部活動改革について 

＜説明＞ 

 

 教育委員会に非常にご尽力いただき感謝している。加古川市の規模で進

めていくことは、大変難しいことだと思うので、今後市長部局と連携しな

がら財政面でも様々な協力をお願いしたい。例えば、日岡山公園の武道館

は空調が効かず、様々な工夫をしながら大会運営をしなければならない状

況がある。日々、現場の様々な課題を聞いており、課題の整理や、ハード

面への早急な対応が必要と考える。そのほかにも教職員の兼業申請など難

しい課題はあるが、部活動改革は大変注目されていることなので、これか

ら進めてほしい。 
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（委員） 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（会長） 

 

 

閉 会 

 

 兵庫県スポーツ推進審議会では、第３期兵庫県スポーツ推進計画に向け

て、進んでいる。会議には各担当課の上席が出席し、予算や事業の説明を

している。そのなかでも部活動改革は一番注目されていた。地域や学校数

などによって実現の難しさも異なるが、できるところからできることを進

めてほしいというのが県の意向であった。加古川市についても、これから

適宜説明をしていただき、意見を出し合いながら進めてほしい。 

 

先日、播磨町の取組が新聞に取り上げられていたが、加古川市について

も指導者などが徐々に決まり始めている。明日、県教育委員会主催の会議

があるため、兵庫県の方針を確認したうえで、加古川市がどのように進め

ていくのか、教育委員会と市長部局で協議を重ねながら決めていきたい。

また、12月から始める試行プランでは、課題等の洗い出しを行いたいと考

えている。 

 

来年度の５月頃が次回の審議会になるが、そのころには、試行プランの

効果や課題などが見えてくると思うので、その際はぜひ説明をお願いした

い。 

 

  

 


